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私立大学の実情

学生の確保

学習の質保証

学習する意味が多様

学習態度が多様

英語の運用力が多様

学生の実態
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従来の授業開発

大学入学を志望し、科目に対す
る基礎知識がある、学習する意
味を認識している学生

学習理論や方法論から設計した授業
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本発表における授業開発

学習する意味が多様

学習する態度が多様

英語の運用力が多様

類似する課題を持つ教師や研究者により、
問題を共有しながら、協同で開発していく
授業
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本プロジェクトの目的

学習する意味が多様

学習する態度が多様

英語の運用力が多様

自律的に学習することができる

学生のそれぞれの目標や能力に応
じて学習することができる

な学生が

授業を開発する
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本発表の目的

本発表の目的は、教師に依存する傾向
の強い学生が、Writingの初期段階で、
評価にかかわる指針を示すことによっ
て、最終的な成果にどのような影響を
及ぼしたかを報告することである。
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これまで行ってきた授業開発

2007年 英語を専門としない学部の
再履修生クラスを対象とした英語
Writingクラスの授業開発

[1] 東郷多津(2007) 「英語を学習する意味が見いだせない学習者のための自律
学習の開発の枠組み－再履修生対象のwriting classでの一字例－」中部地区英語
教育学会紀要，37:63-68

[2] 東郷多津，望月紫帆，高橋朋子，中植正剛，山崎瞳(2007) 「英語を学習す
る意味が見いだせない学習者のための自律学習の開発方法(2)－「学習マップ」
の導入効果と問題点－」日本リメディアル教育学会第３回全国大会

[3] 東郷多津，望月紫帆，高橋朋子，中植正剛，山崎瞳(2007) 「英語を学習す
る意味が見いだせない学習者のための自律学習の開発方法(3)－学生の学習過程
から－」日本教育実践学会第10回全国大会



日本教育工学会第24回全国大会 8

自律をめざす学習開発の枠組み

開発はシンボリックアプローチ (西之園、宮
田、望月 2006) を使う。

メタファーを使って、チームおよび、学生に
共通認識をはかる。

メタファーに基づいてテキストの学習内容を
整理する。

整理されたテキストの内容にしたがって、自
律的に学習できる学習資材を作成する。

授業分析を通して授業を改善する。
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本プロジェクトで使用したメタファーと
テキスト区分

英文をつなげるトレーニングコース 4

簡単な英文を書くトレーニングコース3

書き方トレーニングコース2

文法をトレーニングコース1

メタファーコース内容コースNo.
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学生の自律をめざすために授業
開始前に用意したもの

学習ガイド（問題のねらいや解き方のア
ドバイスが収められている）

査定シート（問題の解答と学習できたか
どうかを判断する指針が示されている）

学習メニュー（学習内容をバランスよく
選択して計画することを支援する）

オリエンテーションシート（学習の進め
方が説明されている）
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学習メニュー
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オリエンテーションシート

最終評価学習の流れ図

課題Ｗｒｉｔｉｎｇの
レベルを決めるため
のチェックリスト
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最終結果を予め設定する

学習メニューをもとに、どの
問題を解くか選び、そこにあ
てはめられたポイントを計
算して、学習量を決める

チェックリストから項
目を選びながら、学生
が到達したいレベルを
設定する
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チューター制度
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対象授業

英語Writing
英語を専門としない学部の1回生

必修クラス.

半期 (15 回).

44 名（女子のみ、７名の再履修生を

含む)

テキスト：Get Ready To Write 2nd 
ed. (PEARSON Longman)
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初期段階の問題点

学生が書いた課題Writingには、オリエンテーション
シートで求められている内容が明示されていない。

学習者は，学習の方向を見失っている可能性がある。

チューターは，できるアドバイスが限定される。

・課題内容に触れられない
・学生の質問に答えられない

授業者は，はっきりした指針を示せない。

評価指針の作成へ
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Writing課題用に取り入れた指針

文と文の関係
性がかなり低い

•「松」のうち１つ
クリア，箇条書
きをつなげたも
の

「竹」の指
針未満

梅

各文の関係性
が見られる

•「松」のうち２つ
クリア

5行以
上かつ５
文以上

竹

順序だてて説明
している，各文の
関係性が高い

•理由がある，
•具体例がある
•結論がある

８行以上，
６文以上

松

一貫性構成長さレベル
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評価指針を視覚
的にイメージで
きるもの
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課題Writingレベル変容
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まとめ

評価指針、およびそれを視覚的にイ
メージできる補助教材が、チューター
制をよりよく機能させる一助となった
可能性が高い。
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今後の課題

授業をすすめる中で評価指針以外にも
自律学習を促す補助教材を投入する必
要があった。その結果については11月
の日本教育実践学会で報告する。


